大学図書館員の養成教育に関する質問紙調査
　［若手・中堅］
【回答に当たっての注意事項】

・選択肢が数字の設問は、選択肢の中から一つだけ選んで○を付けてください。

・選択肢がアルファベット小文字の設問は、選択肢の中から一つ以上選んで○
を付けることができます。

・［　　　］欄と　　　　　欄は具体的にご記入ください。

Ⅰ．図書館について

　回答者が所属している大学・図書館についてお答えください。

(1)貴館名　　[　　　　　　　　　　　]大学　　[　　　　　　　　　　　　　]図書館

Ⅱ．回答者について

　回答者ご自身についてお答えください。

(1) 性別　　1. 男　　　2. 女

(2) 年齢

　　　　1. 19歳以下　　2. 20～24歳　　3. 25～29歳　　4. 30～34歳　　5. 35～39歳

　　　　6. 40～44歳　　7. 45～49歳　　8. 50～54歳　　9. 55～59歳 　10. 60歳以上

(3) 現在の役職　　職位［　　　　　　　　］　　職務内容［　　　　　　　　　　　］

(4) 現在の雇用形態　　1. 正(規)職員　　　2. 嘱託・非常勤職員

(5) 通算勤務年数　　図書館［　　　］年　　図書館以外［　　　］年

(6) 経歴　〔図書館での担当部署〕（複数回等可）

　　　　　a. 管理（総務）　　b. 資料管理（整理）　　c. サービス

　　　　　d. 研究開発　　e. その他［　　　　　　　　　　　］

 　　　　〔図書館以外での担当部署〕（複数回等可）

　　　　　a. 庶務・人事　　b. 経理　　c. 教務　　d. 学生　　e. 国際

　　　　　f. 技術　　g. その他［　　　　　　　　　　　　　　］

(7) 最終学歴　1. 高校　　2. 短大　　2. 大学　　3. 大学院　　4. その他［　　　　　]

(8) 短大・大学・大学院での専攻分野［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

(9) 司書資格　　1. 有　　　2. 無

　 取得方法　　1. 司書講習　　　2. 四年制大学司書課程　　　3. 短期大学司書課程

　　　　　　　 4. 四年制大学専門課程（図書館情報学系）

　　　　　 　　5. 大学・短大通信教育課程

 　取得時期　　1. 図書館勤務以前　　　2. 図書館勤務以後

(10) その他の所持資格（複数回等可）

　　a. 情報処理技術者［種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　　b. 情報検索基礎能力試験・情報検索応用能力試験（１級・２級）

　　c. 司書教諭

　　d. 英検［　　　　　　　級］

　　e. d以外の語学関係資格［　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　　f. その他図書館業務にかかわる資格［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

(11) 大学以外での職歴　

　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］在職［　　　］年　

　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］在職［　　　］年　

　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］在職［　　　］年　

Ⅲ．大学図書館員に必要な知識・技術について

　現在の大学図書館員にとって必要な知識および技術はどのようなものですか？

3～４ページのリストにあるそれぞれの項目について、大学図書館員にとって

　　　　1. ぜひとも必要である

　　　　2. どちらかと言えば必要である

　　　　3. あまり必要でない

　　　　4. 必要ない

のうち適当と思われるものを一つ選び、３～４ページの数字に○を付けてください。

なお、リストにない知識・技術で大学図書館員にとって必要と思われるものがあれば、リスト下部にある「追加」の欄にご記入ください。
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	Ｄ．マネジメント
	

	D1.経営理論・手法
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上記のほかに必要と思われる知識・技術
	（追加）


Ⅳ．図書館情報学教育・図書館員養成教育について

(1) 大学図書館員の知識・技術はどのようなかたちで習得するのが適当であるとお考えですか。３～４ページのリストにあるそれぞれの項目について、


a. 大学の図書館情報学教育（司書課程、司書講習を含む）


b. 図書館情報学以外の大学教育


c. 大学院教育（採用前の専門教育）

　　　 d. 大学院教育（現職図書館員のリカレント教育）


e. 各種研修会、講習会（自館、業者、専門団体・学会等主催）


f. 仕事の上で


g. 自学自習


h. その他


x. 習得の必要はない

のうち適当と思われるものを選び、３～４ページの記号に○を付けてください。
（x以外は複数選択可）

(2) 司書の資格以外に、大学図書館員として取得が望ましいとお考えの資格があればご記入ください。

	


(3) 大学図書館員の養成教育という観点から見たとき、司書資格のための省令科目の科目構成や単位数は適切だとお考えですか。


1. 適切


2. 一部不適切


3. 不適切


4. わからない

「不適切」「一部不適切」と答えた方は、問題点を具体的にお書きください。

	


(4) 大学図書館員養成教育の現状、改善点、要望があれば、自由にお書きください。

	


＊以上で質問は終わりです。貴重な時間を割いて回答をいただきありがとうございます。なお、回答についてさらにお伺いしたいことがある場合に再度ご連絡を差し上げてもかまわなければ、以下の欄にお名前と連絡先をご記入ください。

	氏　名
	

	電話番号
	

	電子メール
	


　　　

　　2004年6月

　　LIPER大学図書館班

　　　情報専門職の養成に向けた図書館情報学教育体制の再構築に関する総合的研究

　　　（LIPER：Library and Information Professions and Education Renewal）

　　　　　305-8550　つくば市春日１－２

　　　　　筑波大学大学院図書館情報メディア研究科

　　　　　永田研究室

問い合わせ先

・戸田愼一　tel.:03-3945-7444　 fax: 03-3945-77443　　　　

email: toda@hakusrv.toyo.ac.jp
・永田治樹　tel.:029-859-1377　fax:左に同じ

email: harungt@slis.tsukuba.ac.jp

